
　令和５年度　部別予算見積方針・要求一覧表　（一般会計：枠配分対象経費）

部  名

当初予算編成に係る方針

予算見積要求一覧 （単位：千円）

① ②

Ｉ

③ ＋ ④

J

ふるさと応援基金新規・拡充特別枠対象事業 　（単位：千円）

予算見積における部の主要事業（当初１次基金対応事業を除く）　 　（単位：千円）

枠配分達成に向けた、歳入確保・歳出削減に対する主要な取り組み 　（単位：千円）

特記事項：

教育総務課 小学校施設整備事業 103,188 老朽化した小学校の空調設備の更新工事を実施する。

スポーツ推進課 社会体育施設維持管理事業 27,491 安土B＆G海洋センター修繕工事を実施する。

教育総務課 中学校施設整備事業 54,200 老朽化した中学校の空調設備の更新工事を実施する。

教育総務課 事務局運営事業 2,105 国スポ・障スポ2025に向けて、オリジナル体操の制作に取り組む。

学校給食センター 給食センター施設維持管理事業 36,916 36,916
安全・安心な学校給食の提供のため、学校給食センターの内装改修および蒸気配管等の
設備工事を行う。

課名等 事業名 区分
歳入確保額
歳出削減額

取り組み内容（増減要因）

学校教育課 生きる力育みプラン推進事業 7,920 7,920
ＧＩＧＡスクール構想に基づく１人１台端末の効果的な活用に向けてＩＣＴ支援業務を委託す
る。

教育総務課 小中学校施設整備事業 159,493 159,493 小中学校の老朽化した空調設備の更新を行う。

課名等 事業名 歳出要求額 一般財源 事業概要

国スポ・障スポ推進課
第７９回国民スポーツ大会運営準
備事業

18,865 18,865
国民スポーツ大会の開催に向けた施設整備をはじめ、条件整備に係る経費を計上し準備を
行う。

1,195,636
 部配分一般財源額
（部間調整後）

2,458

総務部（口座振替手数料分） ▲ 831

総務部（公共施設等整備基金　八幡小分） 7,170

総務部（普通財産維持管理費）

課名等 事業名 歳出要求額 事業概要

 調整先部名・調整内容  部間調整額

部
間
調
整

Ｉ+J 1,204,433

枠配分一般財源額を超過（②＞④）

 部配分ふるさと応援基金（枠
配分)財源額

Ｈ 173,000  部配分一般財源額

0

合計 1,750,490 186,984 375,902 0 186,984 97,726 1,374,588

0

0

0 0

0

0

0 0

0

C Ｄ Ｅ：Ｂ-Ｄ

学校給食センター

学校教育課

近江八幡図書館

生涯学習課

国スポ・障スポ推進課

スポーツ推進課

111,543 0 9,509 0 0

412,430 0 28,371 0 0

9,378 102,034

教育部

課　名　等

当初２次
歳　出

予算見積額
総額

当初２次
歳　入

予算見積額
総額

当初２次
枠配分

一般財源
内ふるさと応援

基金特別枠

内ふるさと応援基金特別枠 内ふるさと応援
基金(枠配分)

充当額

F Ｇ:(A-B)-(C-D-E)

　令和４年度からスタートした第２期「近江八幡市教育大綱」及び「近江八幡市教育振興基本計画」に基づき教育行政をより一層推進し、大綱の基本理念である　”「子ども」が輝き　「人」が学びあい　ふるさとに
愛着と誇りをもち　躍動する元気なまち　近江八幡　～元気と笑顔の合言葉「早寝・早起き・あさ・し・ど・う」～”　の実現に向けた取組を進める。令和５年度のスローガンとして「つなぐ力　つながる未来」を掲げ、子
どもたちには、自ら考え判断し、多様な人々と協働して、様々な社会的変化を乗り越え豊かな人生を切り拓く「生き抜く力」を育成していくための取組を推進するものとする。また、市民の誰もがいつでもどこでも
学び続けられ、元気に活躍し豊かな人生を送ることができるまちづくりを目指す。
　そのため令和５年度は次の各項目について重点的に取り組むこととする。
　（１） 「早寝・早起き・あさ・し・ど・う」運動を強化する。特に、令和５年度は「ど」（読書）と「う」（運動）に学校園・家庭・地域が一体となった取組を進める。
　（２）　２０２５年開催の国スポ・障スポに向け、実行委員会事務局の組織体制を充実させ、あわせて野球場等大会会場となる施設の改修工事を着実に実施する。
　（３）　タブレット端末の利活用と授業改善に取り組み、「学ぶ力」の向上に努める。
　（４）　様々な課題を抱える児童生徒への更なる教育相談支援体制の強化に取り組む。
　（５）　休日部活動の段階的な地域移行に向けた基盤づくりに取りかかる。
　（６）　就学前施設と小学校、小学校と中学校のなめらかな接続を推進する。
　（７）　親の学習機会や相談支援体制の充実を図る。
　（８）　年々老朽化が進む各学校施設について、本市の個別施設計画に基づき着実に整備を推進する。
　（９）　学校給食における地産地消を更に増やすとともに、引き続き安全・安心な学校給食の提供を安定的に行う。

教育総務課

その他特財
ふるさと応援
基金充当額

A B

663,214 159,493 178,473 0 159,493 15,410 484,741

66,563 222,625324,201 0 101,576 0 0

6,375 125,806

18,865 0 0 0 0 0 18,865

176,697 27,491 50,891 0 27,491

0 384,059

43,540 0 7,082 0 0 0 36,458

様式0-1


